
���広報ふえふき��2008.09�No.4811 10���広報ふえふき��2008.09�No.48���

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111

推進委員会の発
表、見てみたい
なぁ。

練習も楽しそう
だったわよ。
今度、地区の集まりに
来てもらいましょうよ。

�　笛吹市男女共同参画推進委員会では、家庭・職

場・地域の3つの部会に分かれて取り組みを行って

います。その中から、今回は家庭部会・地域部会

の取り組みについてお知らせします。

　家庭部会では、誰もが気軽に男女共同参画の意識を持てる

ように、歌と体操の制作に取り組み、発表に向けて練習に励

んでいます。

　また、“家庭の日”の設定に向け、語呂合わせを作りました。

多くの家庭に広めていきたいと思います。

各フレーズの頭の文字

をつなぎ合わせると、

「か・て・い・の・ひ」

になるのね。

甲斐国分寺跡講堂礎石

寺本古代寺院発掘調査風景（昭和56年）

　
笛
吹
市
は
史
跡
の
宝
庫
だ
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
今
後
数
回
に
わ
た
っ
て
笛
吹
市
の

史
跡
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
史
跡
」
と
は
何
か
と
言
い
ま
す

と
、
文
化
財
の
う
ち
、
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
国
・
県
や
市
町

村
が
指
定
し
た
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
（
厳
密
に
は

国
指
定
を
「
史
跡
」
と
呼

び
ま
す
が
、
混
乱
し
な
い

よ
う
「
国
指
定
史
跡
」「
県

指
定
史
跡
」「
市
指
定
史
跡
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
具
体
的
に
は
古
墳
、
都

城
跡
、
寺
跡
、
集
落
跡
、

城
館
跡
な
ど
が
あ
り
、
日

本
の
、
ま
た
地
域
の
歴
史

を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

一
方
、
史
跡
は
土
地
と
結

び
つ
い
て
い
る
た
め
、
土

地
所
有
者
の
利
益
を
損
な

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
由
に
土
を
掘
っ
た
り
、

盛
っ
た
り
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
す
。

　
史
跡
は
、
法
律
的
に
は

国
民
共
通
の
財
産
と
考
え

ら
れ
、
指
定
は
土
地
所
有

者
の
同
意
を
得
た
上
で
行

政
機
関
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
重
要
度
に
応
じ

て
国
の
特
別
史
跡
、
史
跡
、

県
史
跡
、
市
町
村
史
跡
と

な
り
ま
す
が
、
国
指
定
と

す
る
に
も
ま
ず
市
町
村
指
定
、

次
に
県
指
定
に
す
る
手
続

き
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

国
史
跡
に
な
る
と
、
文
化

庁
と
県
の
補
助
金
を
利
用

し
て
土
地
の
買
い
上
げ
や

補
償
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、

関
係
者
す
べ
て
が
目
的
を

共
有
し
て
一
致
協
力
し
な

い
と
、
難
し
い
事
態
に
陥

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
〜
８
９
年

に
発
掘
調
査
さ
れ
、
多
く

の
木
簡
（
も
っ
か
ん
）
が

発
見
さ
れ
た
奈
良
市
二
条

大
路
（
に
じ
ょ
う
お
お
じ
）

の
「
長
屋
王
（
な
が
や
お
う
）

邸
宅
跡
」
は
、
特
別
史
跡
に
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
重
要
遺
跡
で
し
た
が
、
百
貨

店
建
設
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
不

幸
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
現
在
笛
吹
市
に
は
、
国
の
史
跡

が
２
カ
所
（
甲
斐
国
分
寺
跡
と
甲
斐
国
分

尼
寺
跡
）
、
山
梨
県
指
定
史
跡
が
５
カ
所
、

市
指
定
史
跡
が
22
カ
所
あ
り
ま
す
。

　
市
指
定
史
跡
の
う
ち
、
寺
本
廃
寺
塔
跡

は
７
月
に
名
称
を
「
寺
本
古
代
寺
院
」
に

変
更
し
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
下
、
寺
の
境
内
地
ほ
ぼ
全
域
を
追
加

指
定
し
ま
し
た
。

　
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
甲
斐
国
分
寺
跡
・

国
分
尼
寺
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
第
７
回
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

９
月
半
ば
以
降
、
「
金
堂
（
こ
ん
ど
う
）
」

と
い
う
古
代
寺
院
の
も
っ
と
も
重
要
な
建

物
跡
を
発
掘
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
調
査

の
目
的
は
、
史
跡
を
公
開
す
る
た
め
の
整

備
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
集
め
る
こ
と
で
す
。

興
味
深
い
事
実
が
数
多
く
得
ら
れ
る
も
の

と
私
た
ち
も
期
待
し
て
お
り
、
順
次
、
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
史
跡
を
通
し
て
、

笛
吹
市
の
魅
力
を
よ
り
深
く
探
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。


